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の原題は、Landscape into Art と題されている2。このタイトルはいわば、自然そのものはいかに美
しいとしても芸術作品ではないのであって、自然の光景を芸術化した視覚表象こそ、「風景画」だ





景（下）―16 世紀ローマの風景壁画を中心に」（『キリスト教文化研究所研究年報』、第 48 号、2014 年）を
参照されたい。
1　 V. コーニッシュ『風景の見方』（東洋恵訳、中央公論社、1980 年、2 頁）
2　 K. Clark, Landscape into Art, London, 1949.（『風景画論』、佐々木英也訳、岩崎美術社、1967 年）
3　 M. Andrews, Landscape and Western Art, Oxford （UK）, 1999, pp.2-3.
4　 風景という言葉は古くから漢語で使用されていた。地理学者たちの『風景の事典』（千田稔・前田良一・内



























5　 G. ジンメル「風景の哲学」（『ジンメル著作集 12』、白水社、1976 年、165-179 頁）
図 1.　 カール・ゴットフリート・トラウゴット・
ファーベル 《ドレスデンの眺め》 1824 年 
ドレスデン美術館
図 2.　 黒鏡　E.Hareux, Cours complete de peinture 
à l’huile, L’outillage et le matériel nécessaire à 






















図 3.　 スーラ 《ル・クロトワの眺め》 1889 年 
デトロイト美術研究所




い、ヴィッラ・デステの 2 階 7 室にある、窓から見える実際の景観を窓の上に描いた風景画を挙げておこ
う。この作品にはじめて注意を喚起した論者によれば、これは 1568 年にリヴィオ・アグレスティ・ダ・
フォルリの工房によって描かれたものだという。D. Ribouillault, “Paesaggio dipinto, Paesaggio reale: notes sur une 
fenêtre de la Villa dʼEste à Tivoli”, in G. Venturi /F. et F. Ceccarelli（eds.）, Delizie in villa: Il giardino rinascimentale 
e i suoi committenti, Firenze, 2008, pp.269-287.
 7　 Cfr. S. Rewald, Rooms with a View: The Open Window in the 19 th Century, NewHaven /London, 2011.

































































10　 この画家の風景画の諸問題については、仲間裕子『C.D. フリードリヒ 画家のアトリエからの眺め―視覚
と思考の近代』（三元社、2007 年）
11　 この場合、その芸術性はいわば風景という名の肖像画（ポートレート）あるいは相貌（フィジオノミー）を
描くことにも類似する。いみじくも現代の研究書である、G. Crandell, Nature Pictorialized: “The View” in 






































J. Strick, “Notes on Some Instances of Irony in Modern Pastoral”, in J.D. Hunt （ed.）, The Pastoral Landscape, 
Studies in the History of Art 36, Washington, 1992, pp.197-207 なども参考になるだろう。
13　 わたしはむろん、すでに古典と化した R. ローゼンブラムのテクストに畏敬の念を払いつつ、こうした連想
を記しているのである。Cfr. R. Rosenblum, Modern Painting and the Northern Romantic Tradition: Friedrich to 
Rothko, London, 1975（『近代絵画と北方ロマン主義の伝統』、神林恒道・出川哲朗訳、岩崎美術社、1988 年）
14　 16 世紀末と推測される写本『遠近法小論』（A Short Treatise of Perspective）には、landskip について論じた部
分があって、著者はその役割は通常、歴史画の背景に供されるとしているという。他方、landskip という言
葉の、書物のかたちでの初出は、R. ヘイドックによる G.P. ロマッツォの『芸術論』の英訳として知られる
『珍奇なる絵画、彫刻、建築に係る芸術論』（A Tracte Containing the Artes of Curious Paintinge, Caruinge, & 
Buildinge, London, 1598）だとされる。Cfr. H.V.S. Ogden /M.S. Ogden, English Taste in Landscape in the Seven-
teenth Century, Ann Arbor, 1955, p.1.  
　ちなみにこの『芸術論』英訳中の landskip なる言葉の一例のみ挙げれば、“Againe, Barnazano an excellent 
Landskip-worker counterfeited Strawberies fo liuelie vppon a wal in a Landskip, that the Peacoks （fuppofing them 
to bee naturall） pecked at them. Who likewife （in a table donne by Cafar Seflita where hee had painted Land-
skipes） drewe certainebirds fitting vpponthe hearbeswith fuch arte, that the table being fet abroade in the funne, 
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Landtskip はオランダの言葉である。それは英語で landship と言うのと同じで、われわれの視
野に見られる限りの、丘、森、城、海、谷、廃墟、突き出た岩、都市、町々などによって土地
を表現するわけである15。












other birds came flying about them, taking them for line birds.……” （Ibid., p.94）この箇所に対応するロマッ
ツォの原文の一部は、“E’l Barnazano, eccellente in far paesi, rappresentò certi fragoli in un paese, sopra il muro, 
cosí natural, che gli pavoni gli beccarono, credendoli naturali e veri” （G.P. Lomazzo, Scritti sulle arti, 2 vols, （ed.） 
R.P.Ciardi, II, Firenze, 1974, p.165.）  
　ベルナッツァノ（バルナッツアノ）の風景画家としての名声は、ヴァザーリの『美術家列伝』の言及から
も伺えよう。“Visse ne’ tempi medesimi il Bernazzano milanese, eccellentissimo per far paesi, erbe, animali, ed 
altre cose, terrestri, volatili ed acquatici. ……Dicesi che il Bernazzano fece in un cortile a fresco certi paesi molto 
belli, e tanto bene imitati, che essendovi dipinto un fragoleto pieno di fragole mature, acerbe e fiorite; alcuni pavoni, 
ingannati della falsa apparenza di quelle, tanto spesso tornarono a beccarle, che bucarono la calcina dell’intonaco.” 
（Vasari-Milanesi, V, pp.101-102.）  
　ベルナッツァノは風景画家としてのみならず、しばしばチェーザレ・ダ・セストと共作した。彼の詳細は
長く不詳だったため、従来はフランドル出身だったと推測されてきた。たとえば、W.Suida, Leonardo und 
sein Kreis, München, 1929 〔trad. ita., Leonardo e i leonardeschi, Vicenza, 2001, pp.256-260.〕 しかしながら、近年
の遺言書その他の発見によって、彼は 1492 年にミラノ近郊のインザゴに生まれたイタリア人で、1522 年に
30 歳の若さで亡くなったと確実に知られるに至った。彼の手になる、チェーザレ・ダ・セストとの共作
《キリスト洗礼》 （ミラノ、個人蔵） の背景に見られるフランドル風の風景描写は、この時期のイタリア絵画
としては驚くほど新鮮である。J. Shell /G. Sironi, “Bernardinus dictus Bernazanus de Marchixelis dictus Quagis 
de Inzago”, Arte cristiana, 740 （1990), pp.363-366; AA.VV, The Legacy of Leonardo: Painters in Lombardy 1490-
1530, Milano, 1998, pp.310-314.
15　 H. Peacham, The Art of Drawing with the Pen and Limning in Water Colours, London, 1606, p.28. Cfr. F. J. Levy, 
“Henry Peacham and the Art of Drawing”, Journal of the Warburg and Courtauld Institutes, 37 （1974）, pp.174-
190.
図 7.　 ヤコブ・ライスダール 
《ウェイク・ベイ・デュールステーデ































生はないといった教訓的意味合いを持つといった文脈で解釈する研究家もいる。Cfr. S. Slive, Jacob van Ruis-
dael: Master of Landscape, Exhi. Cat., 2005, pp.122-125; Idem, Jacob van Ruisdael, Windmills and Water Mills, Los 






20　 E.H. Gombrich, “The Renaissance Theory of Art and the Rise of Landscape”, in Norm and Form: Studies in the Art 
of the Renaissance, London, 1966, pp.107-121.（「ルネサンスの芸術理論と風景画の勃興」、『規範と形式』所収、
岡田温司・水野千依訳、中央公論美術出版、1999 年、282-316 頁）
21　 J.E. Sidney, “The Early Haarlem School of Painting”, The Art Bulletin, 42（1960）, p.45, n.32.
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『ネーデルラント旅日記』に、こう書いている。












いる（cun tanta varietà de cose et figure in un paese）。ヨアキンの作品26。
車輪に縛り付けられた聖女カタリナを風景のなかに描いた（sopra la rota nel paese）大きなカ
ンヴァス画。上述のヨアキンの手になる27。
　また 1525 年にタッデオ・コンタリーニの邸宅で見た作品として、ジョルジョーネの《3 人の哲
学者》についてこんな記述を残している。
22　 Dürer Schriftlicher Nachlass, 3 vols, I, （ed.） H. Rupprich, Berlin, 1956, pp.169, 195, n.596（『ネーデルラント旅日
記』、前川誠郎訳、岩波文庫、2007 年、151 頁）. “Jtem am sondag vor der creutzwochen hat mich maister Joachim, 
der gut landschafft mahler, auf sein hochzeit geladen und mir alle her erbotten.”
23　 風景という言葉の歴史については、R. Gruenter, “Landschaft: Bemerkungen zur Wort-und Bedeutungsgeschichte”, 
Germanish-romanische Monatsschrift, N.F. 1953 /3, pp.110-120. 
24　 E.H. Gombrich, op. cit., p.109.
25　 このネオ・ラテン語の言葉の起源は、もとより田舎、地方、村などを意味する pagus や、村人、農民を意味
する pagensis、paganus などに遠く連なる。
26　 M.A. Michiel, Notizia d’opere del disegno, （edizione critica a cura di T. Frimmel, Vienna, 1896）, Firenze, 2000, p.56.
















ことだが 30（図 9）、ミキエルにとってもこの画家は何よりも paese を描くことに特色があると強く
意識されていたわけである。
　またあまり注目されないことながら、ヴァザーリの『美術家列伝』をはじめとして、16 世紀イ
タリアでは、風景画を制作すること、描くことをしばしば、fare un paese、fare paesi、fare i paesi
図 8.　 ジョルジョーネ　《嵐》 
1505-07 年頃　ヴェネツィア 
アカデミア美術館
図 9.　 ヨアキム・パティニール 
《聖ヒエロニムスのいる風景》 
1515-24 年頃　マドリード　プラド美術館
28　 M.A. Michiel, op. cit., p.53.（邦訳、196 頁）
























　事実、16 世紀末の G.P. ロマッツォの『芸術論』や 34、さらに 17 世紀となれば、paese は明白に
「ジャンル」としての風景画に化したことは、たとえばフィリッポ・バルディヌッチの『トスカナ
語美術辞典』にこうあることからも明白だろう。
31　 『美術家列伝』の一例として、註 14、46 を参照せよ。他の例をひとつのみ挙げれば、ジョヴァンニ・アンド
レア・ジリオ枢機卿の『歴史に係る画家の過誤と混乱をめぐっての対話』（1564 年）は、こう記している。
G.A. Gilio, Dialogo nel quale si ragiona degli errori e degli abusi de’pittori circa l’istorie, in Trattati d’arte del 




レモン、オリーヴ……で、いっぱいにするようなことは避けるべきである」（Se vuol fare un paese, vi potra 
fingere monti, colli, valli, prati, campi, fiumi, stagni, fonti, rivi, pesci, animali, uccelli, di più sorte; città, castella, 
ville, palazzo, uomini……. Averta pero a non ci far cose sconvenevoli al luogo; come, se dipingessi la Mosvovia, la 
Sarmazia…… et altri paesi settentrionali fredissimi, farli pieni di aranci, di cedri, di limoni, di olive……）
32　 ランプソニウスは、1572 年に出版された北方画家たちを讃えた肖像版画集の中で、5 人の画家にこの言葉を
使用している。Cfr. L. Presperetti, Landscape and Philosophy in the Art of Jan Bruegel the Elder (1568-1625), 2009, 
p.18. その意味については同書第 4 章を参照せよ。
33　 P. カンポレージ『風景の誕生』（中山悦子訳、筑摩書房、1997 年、6 頁）



















Landtskip はオランダの言葉である。それは英語で landship と言うのと同じで、われわれの視
野に見られる限りの、丘、森、城、海、谷、廃墟、突き出た岩、都市、町々などによって土地
を表現するわけである。もしそれ自身で、あるいはそれ自身のために描かれるのではなく、他
35　 F. Baldinucci, Vocabolario toscano dell’arte del disegno, Firenze, 1681, p.116. “Paesi. Appresso i Pittori sono quella 
sorta di pittua, che rappresentano champagne aperte, con alberi, fiumi, monti, e piani, alter cose da campagna e vil-
laggio.……”
36　 マンチーニのテクスト編纂作業は 1610 年代後半から 20 年代前半と見なされている。G. Mancini, Considera-
zioni sulla pittura, （ed.） A. Marucchi, 2 vols., Roma, 1956-57, I, pp.XV-XXVI. ちなみに彼は、paese の他に pae-
saggio という言葉も使用している。







ない「木々の茂った風景」（il paese arboreo senza figure）のようなもので―これこそ今日なら風景画とい
うことになろう―しばしば森への愛惜ゆえに描かれて、眺望に供されることになる。しかし彼はさらに、






































39　 H. Peacham, op. cit., pp.28-29.
40　 風景画を活気づかせるべく描かれた添景人物や生き物などを意味する美術用語スタッファージュは、その語
源はともあれ、こうした発想と同根だと言えるかもしれない。

















41　 P. Giovio, Scritti d’arte; Lessico ed ecfrasi, （ed.） S.Maffei, Pisa, 1999, pp. 262. “Doxi autem Ferrariensis urbanum 
probatur ingenium cum in iustis operibus, tum maxime in illis, quae parerga vocantur. Amoena namque picturae di-
verticula voluptario labore consectatus, praeruptas cautes, virentia nemora, opacas perfluentium ripas, florentes rei 
rusticae apparatus, agricolarum laetos fervidosque labors, praeterea longissimos terrarum marisque prospectus, 
classes, aucupia, venationes, et cuncta id genus spectatu oculis iucunda, luxurianti ac festiva manu exprimere con-
suevit.”
42　 E.H. Gombrich, op. cit., p.114.
43　 Pliny, Historia Naturalis, XXXV, 101. （『プリニウスの博物誌 III』野定雄他訳、雄山閣、1986 年、1428 頁; 『パ
レルゴンに関する言説』芳賀京子他訳、『西洋美術研究 No.9』所収、2003 年、161 頁）
44　 有名な逸話ながら、風景画家として売れっ子だった 17 世紀のサルヴァトル・ローザですら、風景画に携
わったことを忘れ去られたいと望んだという。Cfr. F. Haskell, Patron and Painters: Art and Society in Baroque It-
aly, New Haven /London, pp.142-143.
45　 G. Romano, Studi sul paesaggio, Torino, 1978, pp.65-66 は、「パレルガ」のみならず、ジョーヴィオの表現 





p.97. “Ebbe in Lombardia nome il Dosso di far meglio i paesi che alcun altro che di quella pratica operasse, o in 
muro o a olio, o a guazzo, massimamente dappoi che si è veduta la maniera tedesca.”）ちなみに『美術家列伝』
第 1 版は、第 2 版と若干異なってこうある。“Ebbe in Lombardia titolo da tutti i pittori di fare i paesi meglio che 
alcuno altro che di quella pratica operasse, o in muro o in olio o a guazzo, massimamente da poi che la maniera ted-
esca s’è veduta. ……e la principalissima laude sua fu il dipingere bene i paesi.” （Vasari-Barocchi, IV, pp.420, 422.）
北方美術とヴェネツィア派との関連の中で見られるべき側面を有する、ドッソの風景画については、M. Fai-
etti, “1490-1530: influssi nordici in alcuni artisti emiliani e romagnoli”, in AA.VV., La pittura in Emilia e in Romag-
na: Il Cinquecento, Milano, 1994, pp.9-47, esp. pp.31-36; AA.VV., Dosso Dossi: Court Painter in Renaissance Ferr-
ara, New York, 1998, esp. pp.43-46; P.Humfrey, “Two Moments in Dossoʼs Career as a Landscape Painter”, in  






















les, 1998, pp.201-218. ヴェネト地方における北方絵画受容の一面として、L. Campbell, “Notes on Netherland-




48　 porticus ではなく portus と伝える写本もあって、どちらとも決め難い。
49　 topia、topiaria opera の原義 は、landscape gardening、装飾庭園のことなのであろう。J. Isager, Pliny on Art 
and Society: The Elder Pliny’s Chapters on the History of Art, London /New York, 1991, p.132 のように、意を汲ん
で簡単に landscape とするものもあるものの、ここでは The Elder Pliny’s  Chapters on the History of Art, Lon-
don, 1896, p.147 や、ロエブ古典叢書（Pliny, Natural History, The Loeb Classical Library, 10 vols., IX, p.347）の
landscape gardens を斟酌して、邦訳のままにしている。ちなみに、キケロは弟クイントゥス宛書簡の中で
（Cicero, Epistulae ad fraterem Quintum, III, 1, 5）、庭師の技の意味で topiaria、また庭師自身を指すのに topiar-
ius という言葉を用いている（『キケロー選集 16』、2002 年、根本和子訳、岩波書店、444 頁）。またプリニ
ウス自身は、他の箇所でも（Pliny, Historia Naturalis, IV, 29; XVI, 140）、d’opus topiarium という言葉を使用し
ている。古典的な研究である、P. Grimal, Les Jardins romains a la fin de la république et aux deux premiers siècles 
de l’empire, Paris, 1943, pp.92-104 をも参照せよ。
50　 Pliny, Historia Naturalis, XXXV, 116-117.（前掲書『プリニウスの博物誌 III』、1431 頁）




















た（varietatibus topiorum ornarent ab certis locorum proprietatibus imagines exprimentes）。すな





52　 前 6 世紀中葉のイオニア黒像式キュリクス《男と二本の樹木》や、紀元前 4 世紀後半の《ヴェルギナの第 2
墓》など、風景表現上の名高い作品を含む、エジプトからヘレニスムに至る古代風景画をめぐる平易な概観





53　 Diodorus Siculus, XXXI, 8, 2 （The Loeb Classical Library, 12 vols., XI, p.361）
54　 辻佐保子『古典世界からキリスト教世界へ―舗床モザイクをめぐる試論―』（岩波書店、1982 年、180-
201 頁）。やや否定的な見解は、D. Strong, Roman Art, Harmondsworth, 1976, p.27.
55　 Vitruvius, De architectura, VII, 5, 1-2. “postea ingressi sunt ut etiam aedificiorum figuras, columnarum et fastigio-
rum eminentes proiecturas imitarentur, patentibus autem locis uti exedris propter amplitudines parietum scaena-
rum frontes tragico more aut comico seu satyrico designarent, ambulationes vero propter spatia longitudinis varie-
tatibus topiorum ornarent ab certis locorum proprietatibus imagines exprimentes. pinguntur enim portus 
promuntoria litora flumina fontes euripi fana luci montes pecora pastores, nonnullis locis item signantur megalo-
graphiae habentes deorum simulacra seu fabularum dispositas explications, non minus Troianas pugnas seu Ulixis 





























される」として風景装飾について触れていることも留意されねばならない。Vitruvius, De architectura, V, 6, 
8.（邦訳、239 頁）
57　 ウィトルウィウスの『建築書』の最初の出版自体は 1485 年だが、写本は 14 世紀からイタリアに知られてい
たのみならず、アルベルティを始めとする多くの著作家に言及がある。Cfr. 松本静夫「ウィトルウィウスの
伝統とイタリア・ルネサンス」（『日本建築学会中国支部研究報告集』、第 26 巻、2003 年、993-996 頁）。プ
リニウスについては、E.W. Gudger, “Pliny’s Historia Naturalis: The Most Popular Natural History Ever Pub-
lished”, Isis, 6 （1924）, pp.269-281; A.C. Klebs, “Incunable Editions of Pliny’s Historia Naturalis”, Isis, 24 （1935-
36）, pp.120-121; S.B. Mcham, Pliny and the Artistic Culture of the Italian Renaissance, New Haven /London, 2013.








59　 J. Manca, “A Remark by Pliny the Elder as a Source for Masolinoʼs Landscape Mural in Castiglione Olona”, Arte 
cristiana, 75 （1987）, pp.81-84. 論者によれば、カスティリオーネ・オローナのパラッツオ・ブランダにある
しばしばイタリアで最初のモニュメンタルな独立風景とされるフレスコ画は、通常語られるハンガリーの
ヴェスプレームの光景ではなく、ブランダ・カスティリオーネという人文主義に明るいパトロンの指示に
よって、プリニウスの記述に基づく架空の風景を描いたものだという。ちなみに、Pliny, Historia Naturalis, 
XXXV, 1 （邦訳、1406 頁） は、「われわれはもはや、寝室に広く山々の連なりを描いた羽目板や壁などでは満
足しなくなっている」（non placent iam abaci nec spatia montes in cubiculo dilatantia）として、古代のクビクル
ムなどの部屋には、山並みの絵画を描く風習のあったことに触れている。ただしこのパラッツオの装飾は、
全体に中世以来の装飾定式を想起させるもので、論者の仮説はいささかうがちすぎに思われる。
図 11.　 マゾリーノ　《風景》　1436 年頃　パラッツォ・ブランダ・カスティリオーネ 
カスティリオーネ・オローナ
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補遺 1　 絵画の種類をめぐるシノプシス 
G. Mancini, Considerazione sulla pittura, （ed.） A. Marucchi, 2vols., Roma, 1956-57, I, p.149.
（※） 付加。海事：様々な職工、器具、木材、釘、航海や海賊用の様々な帆船を造るためのものを備えた造船所、船乗り、奴隷、
ガレー船の漕刑囚。上記の帆船のための場所や砂浜。要件に応じた各種の帆船。






― Some Remarks on Renaissance Landscape Painting ―
MORI Masahiko
 (1) Characteristics of Modern Landscape Painting, or Simmel’s “Philosophie der Landschaft”
 (2) Early Modern Landscape Painting
 (3) Create Landscape Paintings (fare paesi)
 (4) Rethinking on Landscape Painting as Parerga
    Modern landscape painting has some special features. In this paper, the author clarifies them, 
applying points of view discussed by philosopher Georg Simmel in his famous “Philosophy of 
Landscape”.
    Historically speaking, modern autonomous landscape painting was generated especially in the 
17th century Netherlands and Italy. However, landscape painting as a genre had been gradually 
formed since the late 15th and early 16th century.  It is well known that Albrecht Dürer wrote 
Joachim Patinir “landschafft Mahler (landscape painter)”. In Venice, Marcantonio Michiel, Italian 
famous connoisseur, saw some pictures which seemed to be the works of the same Patinir. He de-
scribed them as follows: “The large canvas representing the Tower of Nimrod, with a great vari-
ety of figures in it, set in paese, was painted by Joachim”. “The large canvas representing St. 
Katherine on the wheel, set in paese, is by the same Joachim”. Without doubt, Michiel was very 
aware that paese (landscape) was a characteristic of these pictures. Moreover, writers of the 16th 
century such as Vasari used to say “fare un paese”, “fare i paesi”, or “fare paesi”, which was a 
typical expression to mean “create landscape paintings”.
    More interesting is the fact that some authors such as Paolo Giovio and Henry Peacham wrote 
of landscape painting as parergon /parerga (something that is an accessory to a main work). The 
author tries to clarify the ambiguous nature of landscape painting in the formative years of the 
16th century. He also reconsiders a classical tradition of landscape painting mentioned by Pliny 
and Vitruvius, and proposes the possibility of the rebirth of the landscape painting stimulated by 
the classical ecfrasis in the Renaissance.
